
第

15
回
夏
休

み
自
然
観
察
記
録

コ
ン
ク
ー
ル

◇
募
集

◇
応
募

◇
入
選

7
月
総
日
～

9
月

お
日

北
海

道
内

の
小
学

校

68
校
か
ら

1

4

5

点
ノ

入
賞

9
点

、
佳
作

20
点

、
学
校
賞

2
校

◇
審

査
委
員

伊
達
佐
重

(審
査
委
員
長
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
常
務
理
薯

佐
藤

謙

(同
協
会
会
長
)

在
田

一
則

(同
副
会
長
)

福
地
郁

子

(岡
常
務
理
事
)

江
部
靖

男

商

常
務
理
事
)

荻

田
雄
輔

筒

常
務
理
事
)

横

山
武
彦

商

理
事
)

堀

繁

久

(北
海
道
開
拓
記
念
館
学
芸
員
)

坂
本
雅
彦

(北
海
道
新
聞
野
生
生
物
基
金
事
務
局
長
)

◇
主
催

(社
)
北
海
道

自
然

保
護
協

会

北
海

道
新

聞
社

(財

)
北
海

道
新

聞
野

生
生
物
基

金

第
15
回
夏
休
み
自
然
観
察
記
録

コ
ン
ク
ー
ル

の
審
査
会
が
9
月
24
日
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会

内
で
開
か
れ
、
入
賞
、
佳
作
合
わ
せ
て
29
点
と
学

校
賞
2
校
が
決
ま
っ
た
。
最
高
賞
の
金
賞
に
は

札
幌
市
立
円
山
小
1
年
の
金
澤
寿
靖
君
の
「オ
タ

マ
ジ
ャ
ク
シ
の
か
ん
さ
つ
」
が
選
ば
れ
た
。

そ
の
他
の
入
賞
、
佳
作
は
以
下
の
通
り
(敬
称
略
)。

▽
銀
賞

鈴
木
静
八
(札
幌
市
立
大
倉
山
小
5
年
)

「
一一ジ
ュ
ウ
ヤ
ホ
シ
テ
ン
ト
ウ
の
食
」
、
後
藤
竜
之

介

(札
幌
市
立
西
宮
の
沢
小
6
年
)
「
ル
リ
ボ
シ
を

も
と
め
て
」

▽
銅
賞

須
田
宗
仁
(札
幌
市
立
大
倉
山
小
1
年
)

「ま
る
や
ま
の
け
ん
き
ゅ
う
」、
岸
本
健

(札
幌
市

立
真
駒
内
緑
小
3
年
)
「小
さ
な
か
い
ぶ
つ
た
ち
」
、

中
崎
千
尋
(札
幌
市
立
北
都
小
3
年
)
「庭
に
い
る

昆
虫
」
、西
村
明
莉

(本
別
町
立
本
別
中
央
小
3
年
)

「お
母
さ
ん
が
助
け
た
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
」
、
小
出
斎

(江
別
市
立
野
幌
小
5
年
)
「ミ
ク
ロ
の
身
近
な
昆

虫
図
鑑
」、
佐
藤
宏
賢
(置
戸
町
立
置
戸
小
6
年
)

「だ
ん
ご
ム
シ
」

▽
佳
作

な
が
し
ま
は
や
と
(島
牧
村
立
島
牧
小

1
年
)、
阿
部
丈

一
郎

(札
幌
市
立
大
倉
山
小
1

年
)、
吉
川
貴

一
朗

(同
)、
柴
田
礼
王
(同
)、
山

口
綾
理

(江
別
市
立
対
雁
小
2
年
)
、
松
本
紗
帆

乃

(道
教
育
大
付
属
旭
川
小
2
年
)、
加
藤
奈
津
子

(札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小
3
年
)、
藤
波
勇
貴

(恵

庭
市
立
恵
み
野
小
3
年
)、
小
森
悠
生
(豊
富
町
立

兜
沼
小
4
年
)、
西
村
あ
ま
な
(札
幌
市
立
東
川
下

小
4
年
)、
渡
辺
里
穂

(登
別
市
立
富
岸
小
4
年
)、

川
原
田
彗
未
(札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小
4
年
)、
鈴

木
あ
か
り
(同
)
、
斎
藤
輝

(同
)、
小
原
大
樹

(鷹

栖
町
立
北
野
小
5
年
)
、
石
原
知
季
(網
走
市
立
網

走
中
央
小
5
年
)
、
西
村
虎
大
佑

(本
別
町
立
本
別

中
央
小
5
年
)、
山
本
高
太
郎
(札
幌
市
立
真
駒
内

緑
小
6
年
)、
松
永
渉
(帯
広
市
立
帯
広
小
6
年
)、

中
崎
蒼
太

(札
幌
市
立
北
都
小
6
年
)
▽
学
校
賞

札
幌
市
立
大
倉
山
小
、
札
幌
市
立
真
駒
内
緑
小

金賞 金澤寿靖君(札幌市立円山小1年)「オタマジャクシのかんさつ」

107



来
年
の
計
画
を

審
査
委
員
長

伊
達
佐
重

金
賞
の
金
澤
寿
靖
君
は
、
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が

カ
エ
ル
に
な
る
ま
で
を
丹
念
に
記
録
を
取
り
続

け
ま
し
た
。
体
の
変
化
を
見
や
す

い
絵
グ
ラ
フ

に
し
た
の
が
特
に
良
か
っ
た
で
す
。

銀
賞
の
後
藤
竜
之
介
君
は
、
色
鉛
筆
に
よ
る
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
の
細
密
画
が
見
事
な
出
来
栄
え
で

す
。
数
年
間
探
し
続
け
て
い
た
ル
リ
ボ
シ
カ
ミ

キ
リ
を
発
見
し
た
時
の
う
れ
し
さ
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
鈴
木
静
八
君
は
、
ニ
ジ
ュ
ウ
ヤ
ホ
シ

テ
ン
ト
ウ
が
何
を
好
ん
で
食
べ
る
の
か
を
毎
日

同
じ
時
間
帯
で
調
べ
ま
し
た
。
写
真
と
観
察
文

で
分
か
り
や
す
い
ま
と
め
方
で
す
。

銅
賞
の
須
田
宗
仁
君
は
、
木
の
全
体
と
葉
の
拡

大
と
茂
り
方
を
、
写
真
を
有
効
に
取
り
入
れ
た
見

や
す
さ
で
成
功
し
ま
し
た
。
佐
藤
宏
賢
君
は
、
ダ

ン
ゴ
ム
シ
を
上
下
左
右
か
ら
精
密
な
線
画
で
表

現
し
た
素
晴
ら
し
い
絵
で
し
た
。
西
村
明
莉
さ

ん
は
、
オ
オ
ミ
ズ
ア
オ
を
正
面
と
上
下
か
ら
特
徴

を
つ
か
ん
で
し
っ
か
り
と
描
き
ま
し
た
。

一
匹

の
蛾
で
も
題
材
に
な
る
と
い
う
見
本
を
示
し
て

く
れ
ま
し
た
。
小
出
斎
君
は
、
昆
虫
の
ス
ケ
ッ
チ

が

一
段
と
上
達
し
ま
し
た
。
観
察
文
も
欲
し
い

で
す
ね
。
岸
本
健
君
は
、
水
中
の
微
生
物
を
顕
微

鏡
と
カ
メ
ラ
を
使
い
、
写
真
に
説
明
文
を
付
け
た

ま
と

め

方

が
上

手

で

し
た

。
写

真

の
力

に
頼

り

す
ぎ

た

の
が
惜
し
ま
れ

ま
す

。
中

崎
千
尋

さ
ん
は
、

庭

の
昆

虫
を

じ

っ
く

り
と
見

つ
め
、
自

分

の
力

で

描

い
た
事

が
じ

か
に
伝

わ

っ
て
く
る
作
品

で
し
た
。

来

年

は
ど
ん

な
事

に
取
り
組

む

か
、
今

か
ら
計

画
を

め
ぐ

ら
せ
て

お
く

こ
と

も
楽

し

い
で
す

ね
。

銀賞

後藤竜之介君(札幌市立西宮の沢小6年)

「ル リボシをもとめて」

銀賞

鈴木静八君(札幌市立大倉山小5年)

「ニジュウヤホシテン トウの食」

「モー リー」No.19(財 団法人北海道新聞野生生物基金)よ り転載
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